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第 1 部：一般的な傾向 
 
 
ヨーロッパ、特にフランスにおける、建築の工業化に関する実践の進展は、持続可

能な開発アプローチの基準を考慮すると、以下のように特徴づけることができる。   

研究開発とイノベーションの課題   

大手メーカーのリーダーシップが明らかに高まっており、そのことは他の利害関係

者を圧迫している。建築会社は、メーカーが提案する革新的な製品やシステムの消

費者としての自社の位置付けをますます強めている。これらのメーカーが今やイノ

ベーションの立役者となっている。彼らは新製品とシステムを設計し、技術的に信

頼でき、経済的に受入可能な新しい解決策を生み出す。 
    
その結果、   

- 市場に出る製品はますます効果的になっているが、施工上の欠陥はますます

増えている。企業が十分に製品設計に関与しないという事実が問題の原因で

ある。 

- メーカーの再編が進んでいる。かなり以前に始まった系列化は、非常に競争

率の高い建築環境でリサーチして生き残ろうとする企業にとって必要不可欠

である。この傾向は、ヨーロッパにおいてますます顕著になっている。持続

可能な開発アプローチの要件を満たすために最近開発された新技術のほとん

どは主に大手メーカーが行ったもので、SME によるものはわずかであること

がわかる。 

製品の希薄化 

ヨーロッパに出回る製品は、世界市場または少なくともヨーロッパ市場のために設

計されているが、地方市場のために設計されることは稀である。世界市場に出すた

めに多額の投資が必要であるこの種の製品が下落すると、製品ラインの合理化が必

要となる。メーカーは主力製品、すなわち、最も効果的なものを開発するため、か

つ競合品を追い抜くための選択を行なう。   

この方針により、利用可能な技術の選択は、非常に効果的ではあるがあまりに専門

的であるがためにユーザーが容易に利用できることを保証できないような非常に少

数の製品に限定されてくる。 



 
 

基材のめざましい進化   

大手メーカーが提案するイノベーションは基材の本質的な性能に主として依存する。

最近、これらの性能の向上が著しい。   

新しいコンクリート、スチール、石膏材、木材、ガラス、合成材は例のない速さで

改良されている。この進化は主として、学術研究、研究所の実験設備、および高精

度で材料の反応を予測できる多数のシミュレーションの結果である。もちろん、材

料の改良は製品の性能に影響する。    

明確に確認された問題点：どのように多数の新しい要件を満たすか? 

持続可能な開発は比較的新しい関心事である。それは工業化された建築で使用され

る製品の設計に影響し、設計を先導する。しかし、それは建築設計自体も変更する。

例えば、新しいファサード（建物の表玄関）が様々なセンサー、自動シャッター、

および光電池のようなエネルギー生産装置を組込む活発なインテリジェントシステ

ムになったり、屋根に集熱器を組み込んだりする。 

取組むべき問題はこれだけではない!作業の安定性および火災対策など従来の要件に

加えて、多数の新しい要件を考慮する必要がある。例えば、気候の変化、使用の安

全性、快適性 (音響、熱環境、換気)、そして言うまでもなく侵入防止の安全性。設

計者はさらに、修理や改造にかかる経費を縮小するために、火災や洪水のような不

慮の損害を考慮し、製品がこれらの作用に左右されないようにしなければならない。

ハリケーンのような激しい天災は、ここ数十年ヨーロッパでほとんど生じなかった

が、恐らく今後考慮すべきである。    

これらのすべての要件を組み合せると、解決法がないと判明した設計上の制約につ

ながることがある。しかし、明日の工業製品を設計する担当研究者は、製品がこれ

らの総合的な要件を満たすことができれば必要投資額を正当化することができると

いうことを知っている。その上、製品の寿命期間中に生じるであろうこれらの要件

の進展を考慮しなくてはならない。   

確実なこと：工業化の方向の継続   

今や周知の事実であるが、前述の困難にもかかわらず、製品に求められる品質水準

および建物に求められる環境水準は非常に高いので、生産の工業化は要件をすべて

満たし、かつ制約をすべて考慮するための唯一の方法である。 

建築製品工業化の品質を競うことはこれ以上は可能ではない。工場製品証明、建築

会社のトレーニング、および建築工程の個々の重要な段階に対応する質の良い保険

システムは、上記問題をすべて克服する最良の方法である。建築関係者は、保険会

社も含め、これらの解決策について同意している。 

 
 
 
 



 
第 2 部：工業化された建築システムの例 

フランスの CQFD プログラムは、現在の住宅ニ

ーズに応えるために信頼できる建築システム、

迅速かつ容易な建築システムを開発することを

目指している。すなわちこれらのシステムは、

多様で、都市の質および環境の質について要件

をすべて満たし、そして建築工程を合理的なコ

ストで迅速化できるものでなければならない。 

このプログラムは、フランス住宅省のもと、住

宅品質、建築および都市計画の政府機関および

社会住宅(PUCA、ANAH、ANRU、USH) と共同

で、開始された。 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 


